


⑳紙でできていたが、水をはじくために、カキの実からとる

「柿渋」や、植物の油を紙の上にめっていた。

⑳番がさはふだんに使われ、蛇の目がさは女の人のよそゆきに

窟われた。「峯払昌」という名前は、色のちがう2笈の紙を

はりあわせたようすが、ヘビの日のように見えるからだ。

●洋がさはヨーロッパから伝わったかさで、和がさでは紙だっ

た轟芽が鼠等の轟等が釜巌でできていた。

●洋腺とともに、だんだんに広まった。ただ、多くの人にふつ

うに使われるようになったのは50年ほど前からだ。

70　時昌釜をあらわす「パラソル」の「ソル」は芸鼠「パラ」はふせぐで、「韻をふせくもの」というラテン語からきている。


